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Abstract
This paper explores the differences between What We Talk About When We Talk About Love and 
Beginners by Raymond Carver from the viewpoint of quantitative linguistics.　Through this, a valid 
conjecture can be made about how Gordon Lish, the editor for Carver in those days, edited Carver’s 
works.
Firstly, Table １ shows the number of tokens, types, and the differences of the tokens in each short 
story of both works.　Secondly, paired t-tests are carried out for the Type/Token Raito, the average 
word length and the average sentence length in each short story of both works.　Each result indicates 
statistically significant differences between the two works.
Furthermore, Table ５ and Table ７ show that characteristic words which are unique to either work 
are the names of the characters in the novels and words referring to people.　Table ６ indicates that 
there are many adverbs which appear only in Beginners.
The findings help illuminate some of the different stylistic characteristics between these two 
works.
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要　旨
本稿は、Raymond Carver の What We Talk About When We Talk About Love と Beginners の２作品がど
のくらい異なっているのかということを計量言語学の視点から明らかにしようという試みである。この
稿で行う相違点の考察は、編集者 Gordon Lish の編集がどのようなものであったのかを理解する手助け
となる。
このために、まず２作品のそれぞれの短編の延べ語数と異なり語数を明らかにし、延べ語数の差を表１
に示した。次に、それぞれの短編の Type/Token Ratio、平均語長、平均文長を示し、対応のあるt検定
を行い、２　 作品間でいずれも有意差がみられることを明らかにすることで、相違点の特徴を明らかにした。
また、表５と表７で、２　 作品のうちどちらかだけに出現する語の特徴として、人名や人を指す語の使
用があることを示した。さらに表６では、副詞の使用について、Ｂ２では使用されているがＷ１では使
用されていない語が多いことを明らかにし、相違点の特徴を明らかにした。
キーワード
計量言語学、ｔ検定、Type/Token Ratio、平均文長、平均語長
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は じ め に
筆者と Raymond Carver 作品との衝撃的な
出会いは２０年以上も前のことになる。大学院の
授業で、１９８１年に出版された What We Talk About 
When We Talk About Love１）（以下、Ｗ１）を読ん
で以来、独特の文体に魅せられてきた。しかし、
Carver を一躍有名にしたこの作品は、実は当時
の編集者の Gordon Lish によって大きく改変さ
れたものであることが判明した２）。もちろん、
Carver 自身もいつかは改変されていない版で出
版したいと望んでいたようだが、若くして亡く
なったために、それは実現できなかった。しか
し、長い年月を経て Carver の没後、改変され
る前の状態に復元された Beginners（以下、Ｂ
２）が２００９年に刊行された。（cf. Carver（２００９））
よって、Carver はＢ２の元をまず書いたのだ
が、編集者の Lish に大きくカットされ変更さ
れてしまったＷ１が、まず出版された。筆者も
含めて多くの読者がＷ１を読んで、Carver 独特
のミニマリズムの文学に魅了された。しかし、
それは実際には Carver が望んでいたものでは
なかったわけだが、編集者に改変されたＷ１と
復元されたＢ２では、どれくらい異なっている
のだろうか。この２作品の相違点を明らかにし
ていきたい。
ここでまず、この２作品の相違点を明らかす
るということは、どういうことであるのかの意
義を確認しておきたい。この稿で筆者が比較し
ようとしている２作品は、同じ著者が、同じジャ
ンルで、同じような内容で書いた短編小説であ
る。よって、短編小説の１編のボリュームは編
集者によって、カットされて違っていても、計
量言語学的な視点で考えると、類似の文体的特
徴が多く現れても不思議ではない。というより、
同じ著者が、同じジャンルで、同じような内容
で書いた短編小説であるので、類似の文体的特
徴が多く現れることの方が、むしろ自然である
と考えられる。そのような２作品の比較を通し
て、計量言語学的に相違点を示せば、それは、
編集者 Lish の編集がどのようなものであった
かを理解する手助けとなると考えられる。その
ために、基本的な事項から順に、相違点を中心
に考察を加えていくことにする。
１．手　順
効率よく２作品の差異を調べるために、これ
らの英文をコンピュータ処理することができる
ようにする作業から行うことにした。この作業
に用いた版は以下の通りである。
・（Ｗ１）：Carver, Raymond（１９８１）What
We Talk About When We Talk About Love.　
Vintage（１９８２）.
・（Ｂ２）：Carver, Raymond（２００９）Beginners.　
Jonathan Cape.
作業の手順としては、まずこれらの作品を
スキャナーで読み取り、OCR ソフトの「読ん
deココ（ver.１１）」を使用してテキストに変換
した。その後、OCR ソフトでは、１００％の変換
は望めないので、正しく変換されているかどう
かを、筆者自身が目視で一文一文確認をした。
そして、最終的に完成したテキストを計量分析
するために Mike Scott 氏開発の語彙分析ソフ
ト WordSmith Version ５.０（以下、WordSmith）
の WordList の機能を使用し、語彙表を作成し
た３）。ただし、この機能では、例えば get、got、
getting 等は別ものとしてリスト化されるので、
これらを辞書の見出し語の get にまとめるレン
マ化の作業を行った。この作業には、染谷泰正
氏作成の lemma list を使用し、WordSmith の 
Lemma matches の機能を使用してレンマ化を
行った後、その表を作成した。もちろん、機械
的なレンマ化は完璧ではないことは理解した上
で、これらの表の数値を基に分析を行った。
２．どれほどの違いがあるのか
２.１　語　数
表１に、Ｗ１とＢ２のそれぞれの短編ごとの
延べ語数（Tokens）と異なり語数（Types）を
まとめてみた。表中の延べ語数の差は、Ｂ２の
延べ語数からＷ１の延べ語数を引いた数値であ
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る。それぞれの数値を見てみると、延べ語数、
異なり語数共にＢ２の方が多いことがはっきり
と見て取れる。合計の数値を見てみると、Ｗ１
の延べ語数は、３５,６２３語、Ｂ２の延べ語数は８０,３３５
語でその差は４４,７１２語となり、実にＷ１はＢ２
の延べ語数の半数以下の４４.３％の語数で書かれ
ていることになる。
語数に関しては、大きく異なるであろうとい
うことは予測できていた。しかし、それぞれの
短編でどれくらい異なるのかということを示し
たデータは、筆者の知る限り、これまでにはな
かった。よって、計量言語学的に数値できちん
と示せたことは大いに意義があると考える。
２.２　Type/Token Ratio
次に、Type/Token Ratio（以下 TTR）の数
値を表２に示しておきたい。表１で見たように、
２
　
 作品は語数がかなり異なっているので、より
精度の高い１,０００語刻みで考える Standardized 
TTR を示したかったが、１,０００語以下で書かれ
た短編もあるので、今回は、単純な TTR の数
値を示しておくことにする。TTR とは、異なり
語数を延べ語数で除した数値を百分率で表した
ものである。この数値が小さければ、限られた
同じ語を何度も繰り返し使っていることになる
し、大きければ多様な語を使っていることにな
る。これは、作品中の語彙の豊かさを示すため
の指標の一つである。
最初の短編を除いて、全てＷ１の方が、TTR 
の値が高いし、数値的にもかなり差があること
が分かる。確認のため、この２作品の TTR に対
して対応のあるｔ検定を行ったところ、有意差が
みられた（t＝５.６８０２、p＝０.００００３４１３、p＜.０１）。
よって、２　 作品間の TTR の値は統計上の違い
があるということが分かった。TTR の数値が高
いということは、Ｗ１の方が同じ語に出くわす
割合が少ないことを意味している。
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表１　Tokens と Types の頻度対照表４）
Tokens
の差
Types
（異なり語数）
Tokens
（延べ語数）
Beginners
（Ｂ2）
Types
（異なり語数）
Tokens
（延べ語数）
What We Talk About When 
We Talk About Love（Ｗ1）
1815961,820Ｂ215181,639Ｗ11
4434981,426Ｂ22374983Ｗ12
3,4881,1564,468Ｂ23405980Ｗ13
1,6831,0463,819Ｂ247022,136Ｗ14
1,7319213,074Ｂ255151,343Ｗ15
3,9661,4076,475Ｂ267592,509Ｗ16
8,7731,84011,161Ｂ276892,388Ｗ17
2,7331,3184,993Ｂ287692,260Ｗ18
4,8631,6407,693Ｂ298772,830Ｗ19
5,5331,7287,888Ｂ2108232,355Ｗ110
2,8241,7516,954Ｂ2111,3114,130Ｗ111
8218572,776Ｂ2126541,955Ｗ112
6167692,435Ｂ2136181,819Ｗ113
8249504Ｂ214246496Ｗ114
1,6819953,680Ｂ2156561,999Ｗ115
4,7141,6849,410Ｂ2161,1044,696Ｗ116
6545791,759Ｂ2174221,105Ｗ117
44,7126,30180,335合　計4,09435,623合　計
２.３　平均語長
語彙に関して、１　 語あたり何文字を使用して
いるのかの数値である平均語長は、作家の文体
特徴を示す指標の一つと考えられている。そこ
で、それぞれの作品の平均語長を表３にまとめ
てみた。
全体で見てみると、Ｗ１では１語あたり３.９６
文字、Ｂ２では４.０３文字が使用されていること
が分かる。確認のため、この２作品それぞれの
短編の平均語長に対して、対応のあるｔ検定を
行ったところ、有意差がみられた（t＝－５.５２４、
p＝０.００００４６２４、p＜.０１）。よって、Ｂ２の方が
１語あたりの文字数が多く、２　 作品の平均語長
には統計上も差があるということが分かった。
２.４　文の数と平均文長
ここでは、文に関する数値をみておきたい。
まずは、この２作品で使用されている文の数に
関して、統計上の有意差があるのかどうかを確
認するため、それぞれの短編で使用されている
文の数に対して、対応のあるｔ検定を行ったと
ころ、有意差がみられた（ t ＝－４.２２９７、p ＝
０.０００６３７７、p＜.０１）。
また、表１で見たように、延べ語数、異なり
語数共に、Ｂ２の方が数が多い。しかし、表４
の文の数で、Ｗ１１４とＢ２１４を比べてみると、
延べ語数、異なり語数共にＢ２１４の方がわず
かではあるが多いのに、文の数は逆にＷ１１４
の方が多くなっている。これは、一文あたりの
平均の語数、つまり平均文長が異なるためであ
る。平均文長は文の長さの傾向を知る数値とし
て、作家の文体の特徴を表す指標の一つと考え
られている。
表４を見てみれば、平均文長も各短編によっ
てかなり違うことが分かる。全体で見てみると、
一文あたりＷ１が９.０４語を使用し、Ｂ２が１０.７０
語を使用していることになり、Ｂ２の方が一文
あたり１.６６語分、多くの語を使用して書かれて
いることになる。確認のため、この２作品それ
ぞれの短編の平均文長に対して対応のあるｔ検
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表２　Type/Token Ratio（TTR）の対照表
TTRBeginners（Ｂ2）TTRWhat We Talk About When 
We Talk About Love（Ｗ1）
32.75Ｂ2131.60Ｗ11
34.92Ｂ2238.05Ｗ12
25.87Ｂ2341.33Ｗ13
27.39Ｂ2432.87Ｗ14
29.96Ｂ2538.35Ｗ15
21.73Ｂ2630.25Ｗ16
16.49Ｂ2728.85Ｗ17
26.40Ｂ2834.03Ｗ18
21.32Ｂ2930.99Ｗ19
21.91Ｂ21034.95Ｗ110
25.18Ｂ21131.74Ｗ111
30.87Ｂ21233.45Ｗ112
31.58Ｂ21333.97Ｗ113
49.40Ｂ21449.60Ｗ114
27.04Ｂ21532.82Ｗ115
17.90Ｂ21623.51Ｗ116
32.92Ｂ21738.19Ｗ117
7.84全　体11.49全　体
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表３　平均語長の対照表
平均語長Beginners（Ｂ2）平均語長What We Talk About When 
We Talk About Love（Ｗ1）
3.99Ｂ213.94Ｗ11
3.88Ｂ223.79Ｗ12
3.94Ｂ233.85Ｗ13
4.02Ｂ243.94Ｗ14
3.97Ｂ253.89Ｗ15
3.93Ｂ263.82Ｗ16
4.07Ｂ273.99Ｗ17
4.12Ｂ284.13Ｗ18
4.16Ｂ294.09Ｗ19
3.99Ｂ2103.89Ｗ110
4.10Ｂ2113.95Ｗ111
4.08Ｂ2123.99Ｗ112
3.94Ｂ2133.93Ｗ113
3.98Ｂ2143.97Ｗ114
4.04Ｂ2153.94Ｗ115
4.02Ｂ2163.99Ｗ116
4.00Ｂ2174.05Ｗ117
4.03全　体3.96全　体
表４　平均文長の対照表
平均文長文の数Beginners（Ｂ2）平均文長文の数What We Talk About When 
We Talk About Love（Ｗ1）
7.58240Ｂ218.24199Ｗ11
7.51190Ｂ227.39133Ｗ12
12.54356Ｂ238.83111Ｗ13
10.79354Ｂ248.78243Ｗ14
9.82313Ｂ258.89151Ｗ15
12.36524Ｂ268.99279Ｗ16
10.451,068Ｂ278.78272Ｗ17
10.78463Ｂ289.13247Ｗ18
11.58664Ｂ299.88286Ｗ19
10.97719Ｂ2108.79268Ｗ110
14.25488Ｂ21111.83349Ｗ111
9.07306Ｂ2128.54229Ｗ112
11.07220Ｂ2139.68188Ｗ113
8.8457Ｂ2148.1361Ｗ114
10.33356Ｂ2158.65231Ｗ115
9.67973Ｂ2168.60546Ｗ116
8.11217Ｂ2177.57146Ｗ117
10.707,508合　　計9.043,939合　　計
定を行ったところ、有意差がみられた（ t ＝
－５.２８８６、p＝０.００００７３４８、p＜.０１）。
よって、２　 作品間の文の数、平均文長に関し
ても統計上の違いがあるということが分かった。
２.５　どちらかだけに出現する語の特徴
出版の順序としては、Ｗ１からＢ２の順に世
に出されたのであるが、実際は、Ｂ２の元が 
Carver によって先に書かれて、それを編集者
の Lish が削除したり変更を加えて、Ｗ１が出
版された。ということであれば、Ｂ２に使用さ
れているが、Ｗ１では使用されていない語の傾
向が分かれば、Lish がどのような語を削除する
傾向があったのかのヒントが分かるのではない
かと考えられる。表５にそれらをまとめてみた。
表５を見てまず気づくのは、５　 位までは全て
人の名前や人を指す語が占めており、数も圧倒
的に多いということである。１０位までを見ても、
人の名前や人を指す語が７つを占めているし、
２０位まで広げてみてみても、１２個が人の名前や
人を指す語となっている。これらの数値から、
編集者 Lish の具体的な人の名前などが出てく
る表現に関する記述をカットする傾向が見て取
れる。
次に、目につくのは、SUDDENLY（２１回）、
QUICKLY（１４回）、HEAVILY（９回）などの
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表５　Beginners（Ｂ２）のみに出現する語（レンマ化済み）
Token ごとの数出現短編数出現頻度Ｂ2のみに出現する語順位
1114HERB1
184HOWARD2
hippie［21］、hippies［10］231HIPPIE3
127CYNTHIA4
122MAX5
721SUDDENLY6
120FRANCIS7
114ELEANOR8
714QUICKLY9
514SEVERAL10
113BENDER11
113JIMMY12
311COUCH13
111MIKE14
slap［5］、slapped［4］、slapping［2］311SLAP15
smell［8］、smelled［1］、smelling［1］、smells［1］411SMELL16
210HENRY17
quiet［9］、quieter［1］710QUIET18
110SUMMIT19
19ANNA20
49BEYOND20
49CASE20
59HEAVILY20
69MOMENT20
（人名等は太字イタリックで表示）
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表６　Beginners（Ｂ２）のみに現れる副詞
出現
頻度副　詞
出現
頻度副　詞
出現
頻度副　詞
1NEATLY1BODILY21SUDDENLY
1NERVOUSLY1BRISTLY14QUICKLY
1NOISILY1CASUALLY9HEAVILY
1NONCHALANTLY1CAUTIOUSLY7SLIGHTLY
1NORMALLY1CONSTANTLY6IMMEDIATELY
1OBSCURELY1CRAZILY5lNVARIABLY
1OCCASIONALLY1DAILY4THICKLY
1PARTICULARLY1DEEPLY4VAGUELY
1PECULIARLY1ELECTRICALLY3COMFORTABLY
1PERMANENTLY1ENORMOUSLY3DARKLY
1PHYSICALLY1ENTIRELY3PARTLY
1PLEASANTLY1ENVIOUSLY3SILENTLY
1PREVIOUSLY1EVIDENTLY2ABSOLUTELY
1PROFITABLY1EXCITEDLY2APPARENTLY
1PROPERLY1EXTRAORDINARILY2BADLY
1RAPIDLY1EXTREMELY2BRIEFLY
1RECENTLY1FAMILIARLY2CLEARLY
1REFLECTIVELY1FEEBLY2ENDLESSLY
1REGULARLY1FIERCELY2EVENLY
1RELUCTANTLY1FINANCIALLY2EVENTUALLY
1REMOTELY1FIRMLY2FAINTLY
1RUTHLESSLY1FORMALLY2GRADUALLY
1SADLY1FREQUENTLY2HONESTLY
1SECONDLY1FULLY2IDLY
1SECRETLY1GENERALLY2LATELY
1SHEERLY1GENUINELY2LOUDLY
1SLEEPILY1HASTILY2MERELY
1SMOOTHLY1HOARSELY2MIRACULOUSLY
1STATELY1HUGELY2MYSTERIOUSLY
1SWIFTLY1HURRIEDLY2NATURALLY
1THOROUGHLY1HYSTERICALLY2SAFELY
1UNACCOUNTABLY1INCREASINGLY2STUPIDLY
1UNCOMFORTABLY1INSANELY2UNEASILY
1UNMISTAKABLY1INSTANTLY2UNREASONABLY
1UNNATURALLY1INTIMATELY1AFFECTIONATELY
1UNSTEADILY1LABORIOUSLY1AIMLESSLY
1UTTERLY1LITERALLY1AWKWARDLY
1WILDLY1LOOSELY1BASICALLY
207延べ出現頻度1MAINLY
副詞である。特に、SUDDENLY、QUICKLY 
は、出現短編数の方に注目すると、共に７なの
で７つの短編に出現していることになるが、Ｗ
１では使用されていない。HEAVILY も出現短
編数の方に注目すると、５　 なので５つの短編に
出現していることになるが、やはりＷ１では使
用されていない。
このように、副詞は広くカットされている様
子が伺える。そこで、Ｂ２のみに出現する副詞、
つまり、Ｗ１でカットされたであろう副詞を抽
出してみた。それを表６に提示する。実際に抽
出してみて、Ｗ１では使用されずに、Ｂ２での
み使用されている副詞が、こんなにも多いこと
に驚いた。これは、編集者 Lish の好みが如実
に現れた事例の一つだと考えられる。
次は、逆にＢ２では使用されておらず、Ｗ１
のみで使用されている語の例を見てみよう。こ
れらは、出現頻度が少ないので、１　 位から５位
の出現頻度３回以上のものを表７にまとめてみ
た。１　 位から４位までは人名で、Ｂ２では別の
名前が使用されているため、Ｗ１のみでしか使
用 さ れ て い な い 語 で あ る。ま た、５　 位 の 
TECHNICIAN も人を指す語で、Ｂ２では３回
使用されているが、その各場面で、１　 つ目の a 
technician に対しては a young woman from 
the lab、２　 つ目と３つ目の the technician に対
しては the woman という表現を使って書かれ
ている。
こうしてみて見ると、Ｗ１とＢ２を比較した
場合の人名や人を指す語に関しての変更は、か
なり特徴的なものと言えるのではないかと考え
られる。
３．まとめ
本稿では、計量言語学的な視点で考えると、
類似の文体的特徴が多く現れても不思議ではな
い Carver によるＷ１とＢ２の作品において、
相違点を明らかにするために計量分析を試みた。
語数に関しては、Ｗ１はＢ２の延べ語数の４４.３％
の語数で書かれていることを数値で示すことが
できた。作品中の語彙の豊かさを示すための指
標の一つである TTR に関しては、全ての短編
でＷ１の方が高い数値を示し、統計上も有意差
があることを示した。このことは、Ｗ１の方が
同じ語に出くわす割合が少ないことを意味して
いる。平均語長に関しては、Ｂ２の方が平均語
長の数値が大きく、その差は統計上も有意差が
みられた。文の数と平均文長に関しても、Ｂ２
の方がそれぞれ大きい数値となり、統計上も有
意差がみられた。
語彙の特徴としては、副詞の使用と人名や人
を指す語に関して、大きな違いが見られること
を明らかにした。
これらの違いの要因は様々なものが考えられ
る。しかし、何と言っても相違点の最大の要因
は、編集者 Lish の大がかりな編集作業による
ものだと考えられる。よって、この稿で編集者 
Lish の編集の特徴を計量言語学的に数値で示す
ことができたこと、削除される傾向のある語彙
の傾向を明らかにすることができたことは、大
きな意義があると思う。これだけ違っていれば、
Carver がなんとか編集者の手が加わっていない
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表７　What We Talk About When We Talk About Love（Ｗ1）のみに出現する語
Ｂ2で使用されている語出現短編数出現頻度Ｗ1のみに出現する語
BEA115RAE1
CYNTHIA110MYRNA2
KATE15MELODY3
MILLIE14MARNIE4
WOMAN13TECHNICIAN5
状態で出版したいと願うのも首肯できる。
ただし、Ｗ１とＢ２が相当異なり、編集者 Lish 
の影響がＷ１では強かったとしても、それで、
Carver の作家としての評価が下がるということ
にはならないと思う。それは、Carver の他の作
品によって証明されているであろう。
注
１） What We Talk About When We Talk About Love の村
上春樹による翻訳版が『愛について語るときに
我々の語ること』である。
２） Beginners が出版される際の編者序文に経緯説明
が書かれているので、村上春樹訳『ビギナーズ』
より編者序文を一部引用する。
『ビギナーズ』は一九八一年四月にクノッ
プフ社より刊行された『愛について語るとき
に我々の語ること』に収められた、レイモン
ド・カーヴァーの著になる十七篇の短編作品
のオリジナル・ヴァージョンである。それら
の原稿は『愛について語るとき我々の語るこ
と』刊行に際して、編集者の手によって改変
されていた。
このエディションの基になったのは―本書
でベイシック・テキストとして用いられてい
るのは ― 一九八〇年の春にカーヴァーから、
当時クノップフ社でカーヴァーの担当編集者
だったゴードン・リッシュに送られた原稿で
ある。リッシュが二度にわたって一行一行綿
密な手入れをし、内容の五〇％以上を削除し
たこの原稿はインディアナ大学リリー図書館
に保存されている。カーヴァーのオリジナル
の作品は、タイプ原稿に、リッシュの手書き
の改変及び削除の指示が入った。（pp.７８）
３） 参考までに、レンマ化する前の語彙頻度表をＷ
１は９９位が３つあるので９９位まで、Ｂ２は１００位
まで、表８に示しておく。
４） 表１等の中のＷ１１などは、それぞれの本の
短編の順序を表していて、表９にタイトルを表記
している。
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 1 THE 2,352 1 THE 4,494
 2 AND 1,196 2 AND 2,944
 3 HE 888 3 TO 2,014
 4 I 861 4 I 1,926
 5 TO 817 5 HE 1,857
 6 A 756 6 A 1,773
 7 SAID 713 7 OF 1,152
 8 WAS 546 8 IN 1,141
 9 IT 514 9 SHE 1,059
 10 IN 491 10 WAS 1,032
 11 HIS 447 11 HIS 962
 12 OF 438 12 SAID 960
 13 SHE 420 13 IT 905
 14 YOU 411 14 YOU 878
 15 ON 405 15 HER 776
 16 HER 286 16 ON 772
 17 THAT 271 17 THAT 724
 18 UP 255 18 AT 641
 19 OUT 241 19 FOR 562
 20 AT 235 20 BUT 529
 21 BUT 224 21 THEN 515
 22 WITH 218 22 WITH 502
 23 FOR 212 23 HAD 492
 24 THEY 206 24 UP 487
 25 MY 193 25 HIM 433
 26 THEN 188 26 THEY 416
 27 WE 181 27 OUT 415
 28 HAD 176 28 MY 408
 29 ME 164 29 ME 388
 30 WHAT 163 30 WE 345
 31 THIS 159 31 AS 341
 32 BACK 154 32 THERE 337
 33 HIM 152 33 JUST 334
 34 THERE 151 34 WHAT 320
 35 ALL 137 35 THIS 317
 36 WERE 134 36 BACK 311
 37 FROM 133 37 ALL 306
 38 DOWN 121 38 WERE 299
表８　レンマ化する前の語彙頻度表
Beginners（Ｂ2）What We Talk About When We 
Talk About Love（Ｗ1）
頻度語彙順位頻度語彙順位
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 38 JUST 121 39 HAVE 290
 38 ONE 121 40 FROM 288
 41 GOING 118 41 DON’T 277
 42 KNOW 116 42 WHEN 276
 43 WHEN 115 43 DOWN 266
 44 MAN 113 44 BE 261
 45 AS 110 45 IF 254
 45 DON'T 110 46 KNOW 250
 47 GO 107 46 OR 250
 48 GOT 106 48 ONE 247
 49 IS 105 49 NOW 239
 49 OVER 105 50 ABOUT 238
 51 WENT 102 51 OVER 232
 52 IF 100 52 INTO 227
 52 I’M 100 53 THEM 226
 54 SO 98 54 IS 220
 55 INTO 97 55 LOOKED 218
 56 NOT 96 56 NOT 209
 57 BOY 93 57 GO 208
 57 HAVE 93 58 I’M 198
 59 LOOKED 90 59 LIKE 195
 59 MEL 90 59 TIME 195
 61 DO 89 61 COULD 194
 62 GIRL 87 62 GOING 185
 63 AROUND 86 63 DO 184
 63 GET 86 64 AROUND 181
 63 LIKE 86 64 SOMETHING 181
 63 THEM 86 66 LITTLE 176
 67 TOOK 85 67 AGAIN 172
 68 OFF 84 67 OTHER 172
 68 PUT 84 69 AFTER 171
 70 ABOUT 83 69 GET 171
 71 BE 82 69 RIGHT 171
 72 COULD 75 72 NO 158
 72 HEAD 75 73 DIDN’T 157
 72 NOW 75 74 THAT’S 155
 75 CAME 74 75 WENT 153
 76 RIGHT 72 76 SOME 152
 76 SAYS 72 77 IT’S 148
 76 SEE 72 78 HEAD 147
 79 OTHER 70 78 WANT 147
 79 TIME 70 80 PUT 146
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 81 OR 69 81 EYES 145
 81 SAY 69 81 SAY 145
 81 TERRI 69 81 SO 145
 81 YOUR 69 84 STILL 143
 85 JERRY 68 85 OFF 137
 85 NO 68 86 COME 136
 85 SOMETHING 68 86 US 136
 85 THAT’S 68 88 HERE 135
 89 DID 67 89 BEEN 134
 90 AGAIN 66 89 GOT 134
 91 SOME 65 89 SEE 134
 92 DUMMY 64 92 YOUR 131
 92 LITTLE 64 93 CAME 130
 94 BILL 62 93 CAN 130
 94 IT’S 62 95 GIRL 129
 96 LOVE 61 96 MINUTE 128
 96 THINGS 61 97 AN 127
 96 TOO 61 97 TABLE 127
 99 BED 59 99 MORE 123
 99 WHERE 59 100 MAN 122
 99 WOMAN 59
表９　短編のタイトル
Beginners（Ｂ2）What We Talk About When We Talk About Love（Ｗ1）
Why Don’t You Dance ?Ｂ21Why Don’t You Dance ?Ｗ11
ViewfinderＢ22ViewfinderＷ12
Where Is Everyone ?Ｂ23Mr. Coffee and Mr. FixitＷ13
GazeboＢ24GazeboＷ14
Want to See Something ?Ｂ25I Could See the Smallest ThingsＷ15
The FlingＢ26SacksＷ16
A Small, Good ThingＢ27The BathＷ17
Tell the Women We’re GoingＢ28Tell the Women We’re GoingＷ18
If It Please YouＢ29After the DenimＷ19
So Much Water So Close to HomeＢ210So Much Water So Close to HomeＷ110
DummyＢ211The Third Thing That Killed My Father OffＷ111
PieＢ212A Serious TalkＷ112
The CalmＢ213The CalmＷ113
MineＢ214Popular MechanicsＷ114
DistanceＢ215Everything Stuck to HimＷ115
BeginnersＢ216What We Talk About When We Talk About LoveＷ116
One More ThingＢ217One More ThingＷ117
